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瓜食めば子ども思ほゆ 栗食めば
まして偲はゆ いづくより来りしものそ

目交にもとなかかりて 安眠しなさぬ
○万葉集に収録されている山上憶良の歌です。「瓜を食べれば子どものことが思われる。粟を
食べれば偲ばれる。どのような縁で私の子どもとしてやってきたのだろうか。目の前に子ど
もが目に浮かんで安眠させてくれないことよ。」この歌の詞書きには「釈迦ですら自分の子
どもを愛する煩悩がある。まして我々衆生は我が子を愛するという煩悩を超えることなどで
きるはずがない。」と書かれ、歌が続きます。仏教思想を背景にした歌だったのですね。

○今年は山栗が豊作で､８月の終わりからいつもより大粒の栗がコリーナのそこら中で採れてい
ます。散歩中に大きな栗の実とイガが靴の底に当たった時にふとこの歌の記憶が呼び覚まさ
れました。高校の教科書か参考書で読んだか定かではありませんが、当時は詞書きのことを
知ることなく､ただ単純に子を思う親の心を詠んだものと思っていたに違いありません。

○仏教でいう「愛」は「愛執」です。子や妻や家族への愛執は苦悩の因です。このどうやって
も逃れない愛への執着を人間らしいものとして肯定する歌か、愛執から逃れようとまたそこ
に苦悩する歌か､かつて高校時代に受けた素直な､ある意味表面的な歌の受容が、背景を知る
ことや馬齢とはいえ経験を重ねたことで同じ歌が大きく異なった景色で私の前に現れます。

○山上憶良の詞書に沿って、仏教思想からからこの歌を解釈することは可能ですが、そうなる
と少々道徳的説明になってしまい、私がかつて受けた感銘を否定してしまうことになりそう
なので、今回は皆さんのそれぞれの「親が子を想う気持ち」にお任せした方がよさそうです。



狂言綺語…夏を終えて
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玄関を出ると金木犀の強烈な香りが漂ってきました。お彼岸の中日からちょうど一週間たった朝です。今
年の夏は酷暑と梅雨の天気を１週間おきに繰り返すような夏でした。気象庁は関東甲信越の梅雨明けを６月
２９日と速報しましたが、後に７月２３日に訂正しています。しかしその後もお盆前くらいから秋の長雨か
梅雨の戻りか分からないような天気が続きました。私は今年は四回梅雨があったと日記に記録しています。
栃木県北部は関東ですが、やませ（偏東風）の影響を受けやすく低温で天気の悪い日が続くことがよくあり
ます。今年はやませと夏の高気圧が交互に存在を主張し合った結果の天気だったのかもしれません。今年の
東北南部の梅雨明け速報値は６月２８日でしたが、後に気象庁は梅雨明けは特定できないと訂正しています。
今年の夏はいつもと違う夏だった、との実感は夏を終えた今でも変わることはありません。毎年、初夏か

ら夏にかけての散歩は蛇との遭遇にどきまぎしながらの散歩なのですが、今年は生きている蛇にも道路で車
に轢かれている蛇にも一度も出会うことがありませんでした。また作物の成長期に酷暑で雨が降らず実りが
心配されたのですが、胡瓜も茄子も南瓜もいつもの夏以上の豊作でした。一方毎年恒例のテントウ虫やバッ
タなどの害虫の攻撃はほとんどありませんでした。いつもと違う夏に戸惑っていたのか､害虫の数もまばらで
ほとんど害をなすようなことはなく、おかげで今年の作物は無農薬無作為の手間いらずで収穫することがで
きました。今年の夏の酷暑と雨の繰り返しは植物には吉と出、虫たちには凶と出たようです。ちなみに雑草
は抜いたそばからすぐ生えてきました。油断すると草むらの中の一部に作物が実っているというような状態。
朝の６時から何度雑草抜きをしたことでしょうか､今年は雑草との戦いに明け暮れたいつもと違う夏でした。
「暑さ寒さも彼岸まで」の言い習わし通り今年の夏もいつものようにお彼岸をもって終了しました。彼岸

の間に通過した台風の名残が消えたあとはもう高い秋の空と雲。冷房のスイッチは切られ､布団が一枚追加さ
れました。衣替えの季節です。いつもと今年は違うぞと思っていても、やはりいつもと同じように秋はやっ
てきました。日記を見直すと多少の前後はあっても今の時期に確かに金木犀の香りについて記録しています。
ミョウガの収穫は去年と全く同じ日、９月２５日に行っていました。そのほかに私の節目の秋は､初霜と初氷
の日、干し柿をつるした日。今年の秋はいつもと同じ秋なのか、それとも違う秋なのか、冬になったら分か
ることでしょう。今年の夏はいつもと違う夏と言ってはみたものの､いつもと同じように夏は終わりました。
私たちは変化の中で生きています。それをお釈迦様はすべては諸行無常であると説きました。すべては縁

によって起こる､因縁生起（縁起）の法則の中で生きているということです。私たちが把握する現象的事物は
他との関係が縁となって生起するのであり、それ自身の本質や実体といったものは存在しません。この根本
的な世界のとらえ方を仏教は「空」「真如」「実相」などの言葉で表現をしていますが、要はすべては変化
（無常）の中で存在していると世界を観ることが「空」なのです。私は信行に生きる以前の、仏教を知識で
理解しようとしていた段階では、「空」を全く理解できませんでした。私たちの思考方法は「存在がどのよ
うな外的要素にも左右されず、あらゆる検証からも瑕疵のないそのものだけで存在する『本質』と定義でき
るようなもの」を探し求めるように訓練されているようです。言葉と思考の範疇ではこの思考の営みは「定
義」することが目的となります。しかし「本質」を定義したと思った瞬間その定義はするりと逃げて行って
しまい、また「本質」を追いかけて定義する作業をし続けなければなりません。「本質」という存在しない
ものの定義を試みる、本質定義の「いたちごっご」です。私はこのような思考の営みを否定するつもりはあ
りません。しかし有史以来今に続くギリシャ哲学の系譜は未だにその「本質」と言われるものを定義するこ
とが出来ていません。定義しようとする試みが科学を発展させ社会を豊かにしたことに異を唱えるつもりは
ありません。しかしその本質と言われるものの追究は人々の心に安らぎを与えることに寄与したでしょうか。
お釈迦様の生きた時代のインドでは哲学的宗教的思想は六十二あったと言われています。お釈迦様は思想

家から色々な議論を投げかけられましたが、生きることに直接役立たない形而上学的な問題は質問されても
回答せずに判断をしていません。これを「無記」といいます。お釈迦様の唯一の目的は人々から苦を除き心
の平安を与えることにあったからです。それ以外の言葉も思考も眼前の苦に苦しむ人には何の役にも立たな
いことは明白です。お釈迦様は、それぞれの病に応じて処方箋を見出し薬を与える医者に自らを喩えていま
す。お釈迦様は苦を除く医者であり実践者です。その実践の「行」を支える智慧が「縁起」です。世界を
「諸行無常」と観る智慧を「信」じ目の前の私と私に縁を持ったものたちの苦を一つ一つ取り除くことが仏
教の願いであり実践です。その処方箋は仏教者おのおのが日々の生活の中で見いだしていくものなのです。
いつもと同じ夏も違う夏もそれぞれを「ありのままの今の夏」と観て、受け入れ、慈しみ、楽しみ、感謝

すること、それが私の仏教です。2か月前の狂言綺語では「いつもと違う夏 同じ夏」のテーマで盛夏に観た
「夏」を書きました。今回はその夏を終えて観た「夏」を書いています。しかし果たしてそれが私の観た夏
の全てであったのか。ありのままに観ることの選択をしていたのではないか。夏を終えてもその問いへの答
えは見つかりません。例えば今起きている戦争はその理不尽な振る舞いに慣れてしまい無力感とともに､あり
のままに観ることを断念し、私の日々の信行の道から排除されてしまうのです。縁起な
きものと関わろうとすることが心の安らぎを乱す原因です。しかし目に入り
耳に聞こえることを私に縁なきものと言い切ることができるのか、それとも
観たいものだけを見ていただけなのか、その問いを抱えたまま秋を迎えます。


